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2011年「余暇・スポーツの安全対策委員会」を設置

「余暇・スポーツ活動中における受傷件数は
全体の約２６％を占めている」

図表１ 年齢階層別外傷発生頻度
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出典：外傷発生動向調査（2007）
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「スポーツの安全対策委員会」に名称変更

出典：外傷発生動向調査（2007）

図表２ 年齢別にみた受傷時の活動状況
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「スポーツ活動中は、重度なケガの割合が高い」

出典：外傷発生動向調査（2007） 4
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「スポーツの安全対策委員会」に名称変更

図表３ 「遊び・余暇中」と「スポーツ活動中」のケガの症状
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スポーツの安全対策委員会構成
区分 所属団体 役職

市民団体等

１ 京都学園大学 経済経営学部 特任教授 委員長

２ アスレチックコミュニティアンフィニ 代表

３ 川東剣道スポーツ少年団

４ 京都学園大学 健康医療学部
健康スポーツ学科 学生

“ＮＥＷ”

５ 京都学園大学 健康医療学部
健康スポーツ学科 学生

“ＮＥＷ”

６ 京都サンガF.C.ホームタウン推進課 “ＮＥＷ”

関係機関等

７ 公益財団法人 亀岡市体育協会 事務局長 副委員長

８ 亀岡市スポーツ推進委員協議会 会長

９ 亀岡市スポーツ推進委員協議会

行政関係

１０ 亀岡市立南桑中学校 校長 “ＮＥＷ”

１１ 亀岡市生涯学習部文化・スポーツ推進課 課長

１２ 亀岡市総務部自治防災課 課長 5

データに基づく客観的課題（継続）

出典：救急搬送データ

（人）図表４ スポーツ活動中における年齢別にみた救急搬送人数

「１０～１９歳の救急搬送率が高い」
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データに基づく客観的課題（継続）

図表５ 学生の受傷場所

出典：救急搬送データ（2010～2014）

小学校 中学校 高校 大学
スポーツ

施設
計

小学生
6～12歳 5 1 9 15
中学生

12～15歳 11 1 1 9 22
高校生

15～18歳 1 12 2 6 21
大学生
18歳～ 21 7 28

計 6 11 13 25 31 86

「小学生はスポーツ施設での受傷が多い」

（人）
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データに基づく客観的課題（継続）
図表６ １０代における運動競技種目別救急搬送データ

（人）

出典：救急搬送データ（2010～2014）
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スポーツ少年団に着目

・少年を対象とした学校教育以外のスポーツ活動団体

・市内で２７団体が活動中

・スポーツ少年団員数 ５１０人

スポーツ少年団とは

・データ収集がしやすい

・救急搬送におけるケガの多い年代と一致

9

データに基づく客観的課題（継続）

出典：市内スポーツ少年団指導者アンケート（2012）

図表７ スポーツ少年団指導者の研修参加状況

【有資格者】 【無資格者】
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データに基づく客観的課題（継続）
「寝る時間が遅い子どもほど受傷率が高い」

図表８ 就寝時間帯別から見たスポーツ少年団員の受傷率

（％）

出典：スポーツ外傷調査（2014）
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主観的・客観的課題の整理

重点課題の設定

・準備運動の重要性についてあまり

理解されていない

・指導者が外傷予防について学ぶ研

修会等が少ない

・器具、用具の点検不備によるケガが

多い

経験に基づくもの

・（継）１０代における救急搬送率が高

い（図表４）

・小学生はスポーツ施設での受傷が

多い（図表５）

・（継）指導者の外傷予防に関する研

修会の参加率が低い（図表７）

・（継）寝る時間が遅い子どもほど受

傷率が高い（図表８）

データに基づくもの
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課題解決のための方向性と対策
課 題 方 向 性 対 策

指導者向けの外傷
予防に関する研修
会が少なく、参加率
も低い

指導者・保護者向
けの外傷予防研
修会を開催し、予
防方法を学ぶ機会
をつくる

スポーツ少年団の
指導者・保護者向
け安全教育プログ
ラム（継続）

・寝る時間が遅い子
どもほど受傷率が
高い

・準備運動の重要性
に関する理解不足

子どもに安全教育を
実施し、体調管理の
徹底と準備運動の
重要性の周知する

子どもの安全意識
向上プログラム
（継続）

器具等の点検不備
によるケガが多い

運動前に器具等に
不備がないか確認
する

ケガ防止安全安心
スポーツチェック
シートプログラム
（継続） 13

レベル別の対策

別添資料を御覧ください
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レベル別対策の事例紹介
野球における野球肘健診の受診
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進行状況 計画

2013 2014 2015 2016 2017 2018

スポーツ少年団の指導
者・保護者向け安全教育
プログラム（継続）

子どもの安全意識向上プ
ログラム（継続）

ケガ防止安全安心ス
ポーツチェックシートプロ
グラム（継続）

プログラムの運営状況

継続

継続

「スポーツ安全
教育プログラ
ム」として１つ

に統合

継続
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スポーツ安全教育プログラム（継続）

課 題

・外傷予防に関する研修会の参加率が低い
・寝る時間が遅い子どもほど受傷率が高い
・準備運動の重要性に関する理解不足

・器具、用具の点検不備によるケガが多い

目 標 スポーツ活動中の外傷を減らす

内容等
【内容】

事故やケガに対する意識を高めるために、スポーツ少
年団の事故やケガ予防に関する研修会を実施する。

【対象】 市内スポーツ団体の指導者や保護者、子どもなど

（短・中期）
態度や行動の
変化

【指標】
・研修会参加者の理解度
・安全教育の実施率
・チェックシート普及率

【測定】
・アンケート調査

・外傷調査の安全指導
に関する回答率

（長期）
状態や状況の
変化

【指標】
・スポーツ少年団員の受傷率

【測定】

・スポーツ外傷調査によ
る受傷率

17

スポーツ安全教育プログラムの活動状況
スポーツドリンク最大手と連携して
指導者・保護者向け研修会を開催

（２０１６年６月１０日）
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指導者・保護者向けスポーツ研修会

スポーツ安全教育プログラムの活動状況

ケガなく世界レベルの選手を育てる指導法

（２０１７年６月２日）
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準備運動（ウォーミング・アップ）の
外傷予防効果

神経と筋肉との協調や関節の動きを円滑にして、
運動中の障害を予防する

出典：スポーツと健康／大阪教育大学 朝井 均 名誉教授
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ケガ防止安全安心スポーツチェックシート
プログラムの活動状況

スポーツ安全教育プログラムの活動状況
スポーツチェックシートを活用した安全教育の実施と

器具等の点検を徹底
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スポーツチェックシートを活用した安全教育の実施と
器具等の点検を徹底

スポーツ安全教育プログラムの活動状況
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スポーツ少年団の外傷時の対応を調査

委
員
が
現
場
で
ヒ
ア
リ
ン
グ

スポーツ安全教育プログラムの活動状況
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実 績 対策委員会
の関わり

工夫点

2014 2015 2016 2017

・指導者
向け研修
会

・チェック
ｼｰﾄの普
及

●研修会の企画
・運営

●チェックｼｰﾄの
作成と配布

●現地巡回・聞き取
り調査

・アンケート調査
で希望が多かっ
たテーマを実施

・スポーツ少年団
活動の視察・アン
ケート依頼
・京都サンガF.C.
との連携

プログラムの活動実績

継続

チェック
ｼｰﾄ配布

研修会
1回
40人

研修会
1回

73人

2013年以前の活動実績
2012年 研修会1回54人、2013年 研修会1回28人

チェック
ｼｰﾄ配布

チェック
ｼｰﾄ配布

チェック
ｼｰﾄ配布
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プログラム評価結果（短期）
「スポーツ研修会参加者の80%以上が外傷予防方法が
学べたと回答」

図表９ スポーツ研修会で外傷予防の方法が学べたと回答した指導者等の割合

出典：スポーツ研修会アンケート
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プログラム評価結果（中期）

図表１０ スポーツ少年団指導者の選手と保護者に対する安全指導の実施率

出典：スポーツ外傷調査
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「指導者が団員または保護者に安全指導をしている割合は横ばい」
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プログラム評価結果（中期）

図表１１ スポーツ少年団指導者のスポーツ活動前における器具・用具の点検実施率

出典：スポーツ外傷調査

「スポーツ活動前の器具・用具点検の実施率は向上している」
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プログラム評価結果（中期）

出典：スポーツ研修会アンケート

図表１２ スポーツ少年団の指導者と保護者がチェックシートを
知っていると回答した割合

「スポーツチェックシートの認知度は減少している」
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プログラム評価結果（長期）

出典：スポーツ外傷調査

図表１３ 過去１年間にケガをしたと回答したスポーツ少年団選手の割合

「スポーツ活動中のケガは減少している」
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取組成果の検証
「１０～１４歳代の救急搬送人数は減少したが、

１５～１９歳代の搬送人数は増加している」
図表４（再掲） スポーツ活動中における年齢別にみた救急搬送人数

出典：救急搬送データ

（人）

33
25

18
28

33
28

0 5 10 15 20 25 30 35

2011

2012

2013

2014

2015

2016

05-09 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44
45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70-74 75-79

30

京都サンガF.C.選手・コーチによるサッカー指導

（写真はイメージ）

特記事項
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気付きや変化

●指導者等は、ケガ予防よりパフォーマンスの
向上について関心がある。この結果から、パ
フォーマンス向上に努めてもケガをしない体づ
くりをテーマとした講演会を開催した。

●年少期にケガに対する正しい知識や対策を
身につけるため、チェックシートを作成し活用し
た。

●立場が違う者同士が議論したことで、現状、
や課題が見える化でき、対策に取り組めた。
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現在の課題

●スポーツによってケガの内容が異なるので、
スポーツ種目ごとの対策を講じる必要がある

●スポーツ少年団は指導者の入れ替わりがあり、
対策の効果が継続しにくいため、スポーツ
チェックシートの認知度の低下対策が必要で
ある

●中・高校生や幅広い年齢のスポーツ実施者を
対象とした取り組みができていないので新た
に取り組む必要がある
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今後の計画

プログラム 継続 指導者向け研修会の充実
継続 チェックシートの見直しと普及
継続 京都サンガF.C.との連携
新規 中・高校生や中・高年を対象

とした調査・対策の検討

2018 2019 2020 2021 2022 2023

ＳＣ再々認証 ＳＣ再々々認証
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